
に
、
「
令
和
7
年
度
当
初
予
算
の
大
ま

か
な
収
支
予
算
の
見
通
し
」
で
は
、
財

源
対
策
を
行
っ
た
上
で
も
な
お
財
源
不

足
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
度
予
算
は
、
「
く
ま
も
と

新
時
代
共
創
基
本
方
針
」
の
も
と
、
熊

本
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
必
要

不
可
欠
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
将
来
の
県
債
償
還
の
増
加
を
見

据
え
、
一
般
行
政
経
費
や
投
資
的
経
費

に
シ
ー
リ
ン
グ
を
設
定
の
う
え
、
歳
入

歳
出
の
見
直
し
を
徹
底
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
の
令
和
5
年
度
一
般
会

計
決
算
に
よ
る
実
質
収
支
は
3
億
8
3

8
5
万
2
千
円
、
繰
越
金
や
積
立
金
取

り
崩
し
額
を
含
め
た
実
質
単
年
度
収
支

は
1
億
1
9
0
5
万
５
千
円
の
赤
字
と

な
り
、
経
常
収
支
比
率
は
、
99
・
9
％

と
前
年
と
比
べ
て
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
今
後
数
年

間
は
公
債
費
が
９
億
円
前
後
で
推
移
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
公
債
費
へ
の
一

般
財
源
の
充
当
を
要
因
と
し
て
経
常
収

支
比
率
は
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
末
に
お
け
る
財

政
調
整
基
金
残
高
は
、
14
億
２
０
４
６

万
１
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約

３
万
円
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
さ
な
け
れ
ば
予
算

編
成
が
で
き
な
い
状
況
は
依
然
と
し
て

続
い
て
お
り
、
一
般
財
源
歳
出
の
抑
制

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予

算
の
編
成
方
針
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
残
る
課
題
へ
の
対

応
を
行
う
と
と
も
に
、
原
油
・
原
材
料

価
格
の
高
騰
や
円
安
の
進
行
に
伴
う
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
各
種
費
用
が
上

昇
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
令
和
７
年

度
以
降
も
県
営
湛
水
防
除
事
業
、
下
水

道
宮
原
処
理
区
流
域
編
入
事
業
や
優
良

賃
貸
住
宅
整
備
事
業
、
企
業
誘
致
事
業
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
解
体
事
業
な
ど
の

大
き
な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

重
要
な
事
業
に
は
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
一
方
で
、
事
業
規
模
の
精
査
を
行

う
こ
と
で
歳
出
抑
制
を
図
り
、
そ
の
他

の
事
業
で
は
行
政
評
価
等
の
活
用
に
よ

る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
積
極
的
に
行

い
、
財
政
の
健
全
化
、
持
続
可
能
な
行

政
運
営
に
向
け
て
、
職
員
一
人
一
人
が

町
財
政
の
厳
し
い
現
状
に
つ
い
て
共
通

の
認
識
に
立
っ
た
う
え
で
、
思
い
切
っ

た
合
理
化
、
効
率
化
を
行
う
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識

の
も
と
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
を

心
が
け
、
対
前
年
比
０
・
８
％
増
の
総

額
79
億
６
１
６
６
万
５
千
円
と
し
ま
し

た
。

　
歳
入
で
は
、
国
県
支
出
金
、
諸
収
入

の
増
加
を
見
込
み
、
財
源
確
保
の
た
め

に
財
政
調
整
基
金
か
ら
必
要
な
繰
り
入

れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
議
会
費
、
総
務
費
、
民

生
費
、
教
育
費
を
増
額
予
算
と
し
、
衛

生
費
、
農
林
水
産
業
費
、
商
工
費
、
土

木
費
、
消
防
費
、
公
債
費
は
減
額
予
算

と
し
ま
し
た
。

　
氷
川
町
が
誕
生
し
て
20
年
の
節
目
を

迎
え
、
激
変
す
る
社
会
情
勢
を
的
確
に

捉
え
、
持
続
可
能
な
基
礎
自
治
体
と
し

て
の
方
向
性
を
示
す
大
切
な
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
「
人
口

減
少
の
克
服
と
地
域
産
業
の
活
性
化
に

向
け
た
新
た
な
挑
戦
」
と
位
置
づ
け
、

住
民
生
活
を
最
優
先
に
考
え
る
多
様
性

の
あ
る
視
点
と
財
政
健
全
化
を
見
据
え

た
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
国
が
掲
げ
る
デ
ジ
タ
ル
化

社
会
と
地
方
創
生
理
念
を
念
頭
に
置
き
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
地
域
産
業

の
活
性
化
、
企
業
誘
致
に
向
け
た
積
極

的
な
行
政
運
営
を
図
る
べ
く
氷
川
町
総

合
振
興
計
画
と
地
方
創
生
総
合
戦
略
に

基
づ
い
た
次
の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
戦

略
を
掲
げ
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
し

な
が
ら
『
小
さ
な
ま
ち
で
、
大
き
な
幸

せ
を
感
じ
る
田
園
都
市
・
氷
川
』
の
実

現
に
向
け
、
堅
実
か
つ
積
極
的
な
町
政

の
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
商

工
業
に
活
力
と
魅
力
が
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
農
業
振
興
策
と
し
て
は
、
足
腰
の
強

い
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を
図
る
た
め

に
、
各
種
生
産
組
織
及
び
営
農
組
織
を

中
核
と
し
た
組
織
型
農
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
共
同
経
営
を
視
野
に
入
れ

た
農
事
組
合
法
人
や
担
い
手
農
家
の
育

成
を
図
り
ま
す
。

　
農
地
集
積
加
速
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

既
に
農
事
組
合
法
人
と
し
て
設
立
し
た

６
法
人
の
経
営
安
定
に
向
け
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
農
地
課
と
農
業
委
員
・
最
適
化
推
進

委
員
の
皆
さ
ま
と
の
連
携
に
よ
り
、
熊

本
県
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
農
地

の
集
積
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
農
道
馬
原
１
号
線
道
路
改
良
工
事
で

は
、
用
地
買
収
を
行
い
ま
す
。

　
い
業
機
械
再
生
支
援
事
業
も
継
続
し

て
実
施
し
、
い
業
関
連
機
械
の
維
持
管

理
費
を
支
援
す
る
こ
と
に
こ
と
に
よ
り
、

生
産
機
械
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、
有
害

鳥
獣
被
害
対
策
事
業
の
国
・
県
事
業
を

積
極
的
に
活
用
し
、
新
規
就
農
者
の
支

援
と
鳥
獣
被
害
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

　
氷
川
町
農
業
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

は
、
い
ち
ご
重
要
害
虫
対
策
、
施
設
園

芸
高
温
対
策
、
露
地
野
菜
重
要
害
虫
対

策
、
梨
重
要
害
虫
対
策
、
柑
橘
類
品
質

向
上
対
策
、
葉
た
ば
こ
重
要
病
害
対
策
、

牛
異
常
産
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
花
き

重
要
害
虫
対
策
の
８
つ
の
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
促
進
事
業
、
農

業
用
水
浄
化
装
置
普
及
促
進
事
業
は
、

町
単
独
事
業
と
し
て
個
別
に
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
継
続
事
業
と
し
て
、
経
営
所

得
安
定
対
策
事
業
、
経
営
体
育
成
支
援

事
業
、
農
産
物
販
売
戦
略
強
化
対
策
、

農
産
物
輸
出
促
進
事
業
を
は
じ
め
、
農

地
の
利
活
用
調
整
、
利
用
状
況
調
査
な

ど
の
農
業
委
員
会
の
機
能
充
実
を
支
援

す
る
機
構
集
積
支
援
事
業
、
耕
作
放
棄

地
解
消
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
農
業
経
営
の
安
定
化
と
農
家
負
担
の

軽
減
を
目
的
と
し
た
農
業
収
入
安
定
化

事
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
共
済
と
収
入

保
険
の
２
本
柱
で
支
援
し
ま
す
。

　
水
産
基
盤
整
備
交
付
金
事
業
で
は
、

ア
サ
リ
稚
貝
の
育
成
や
ハ
マ
グ
リ
の
母

貝
の
放
流
、
漁
場
の
耕
う
ん
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
と
し
て
、

県
営
事
業
に
よ
る
砂
川
排
水
機
場
の
下

部
工
、
ポ
ン
プ
、
電
気
設
備
の
制
作
、

若
洲
・
不
知
火
地
区
土
地
改
良
事
業
で

は
排
水
機
場
の
下
部
工
、
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
更
新
、
用
排
水
路
の
実
施
設
計
、

竜
北
地
区
の
県
営
湛
水
防
除
事
業
で
は
、

排
水
機
場
の
上
屋
工
、
ポ
ン
プ
設
備
、

電
気
設
備
、
除
塵
設
備
の
設
置
と
と
も

に
１
号
導
水
路
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に
つ

い
て
は
、
30
地
区
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
農
村
環
境
の
保
全
と
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
氷
川
土
地
改
良
区
と
連
携

し
て
実
施
し
ま
す
。

　　
商
工
業
振
興
策
と
し
て
は
、
継
続
し

て
創
業
支
援
・
事
業
所
等
整
備
促
進
事

業
を
推
進
し
、
新
規
創
業
す
る
商
工
業

者
の
店
舗
と
機
械
器
具
の
整
備
、
既
存

の
商
工
業
者
の
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
や
機

械
器
具
な
ど
の
更
新
を
支
援
し
ま
す
。

　
同
じ
く
継
続
事
業
と
し
て
、
若
手
後

継
者
や
創
業
予
定
者
の
経
営
力
向
上
に

向
け
た
ソ
フ
ト
面
の
支
援
を
行
う
た
め
、

若
手
後
継
者
育
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事
業
を
継

続
し
て
実
施
し
、
中
小
建
築
業
者
の
支

援
と
空
き
家
対
策
と
し
て
の
地
域
環
境

の
改
善
と
と
も
に
、
町
内
商
工
業
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

　
特
産
品
販
路
開
拓
事
業
を
販
売
戦
略

商
工
会
補
助
金
と
し
て
位
置
付
け
、
雇

用
の
確
保
、
商
工
会
活
動
の
支
援
と
商

工
業
者
の
経
営
革
新
を
支
援
し
ま
す
。

　
町
単
独
の
プ
レ
ミ
ア
付
き
商
品
券
に

つ
い
て
は
、
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
を
付
け

発
行
枚
数
も
増
や
し
て
発
行
し
、
町
内

に
お
け
る
購
買
力
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。

　
企
業
誘
致
活
動
に
つ
い
て
は
、
農
地

保
全
と
の
均
衡
を
図
り
つ
つ
中
小
規
模

の
企
業
の
誘
致
を
目
指
し
て
、
「
農
村

地
域
へ
の
産
業
の
導
入
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
く
氷
川
町
導
入
実

施
計
画
を
策
定
し
、
県
知
事
の
同
意
を

得
る
と
と
も
に
専
任
職
員
を
配
置
し
て

積
極
的
に
企
業
誘
致
活
動
を
展
開
し
ま

す
。

　
道
の
駅
竜
北
、
竜
北
公
園
、
氷
川
町

ま
ち
つ
く
り
酒
屋
、
立
神
峡
公
園
、
秋

魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
の
振
興
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